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Rainfall characteristics and large-scale atmospheric fields on the “heavy rainfall days” (with more than 
50mm/day) in midsummer, and so on, at Tokyo in the eastern Japan were examined for 1971 to 2010, 
succeeding to Matsumoto et al. (2013) 
The present study firstly examined the rainfall features and the atmospheric fields for the “heavy rainfall 
days” at Tokyo with rather lower appearance frequency than in the typhoon related patterns in Matsumoto et 
al. (2013) and so on.  In these cases (three cases in total), although the synoptic situations were rather 
different among each other, they seem to occur under the systems with relatively small zonal scale 
associated with the great meander of the upper-level westerly wind. 
Next, the climatological analyses similar to Matsumoto et al. (2013) were performed for the "heavy rain 
days" at Tokyo in midsummer (1~31 August).  The precipitation on the “heavy rainfall days” at Tokyo in 
midsummer was mainly brought by the intense rainfall with more than 10 mm/h, as in the western Japan in 
the mature stage of the Baiu season.  The detailed examination of the rainfall features for the case on 10 
August 2009, with use of the 10-minutes precipitation data and the Radar AMeDAS Composite Data by the 
JMA, revealed that the organized meso-β-scale convective rainfall systems as often appear in the western 
Japan in the mature stage of the Baiu season were just to the east of the typhoon, and brought the intense 
rainfall at Tokyo to result in the large daily precipitation. 
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④ 気象庁レーダーアメダス合成図 CD-ROM 
⑤ NCEP/NCAR 再解析データ（http://www.cdc.noaa. 
gov/cdc/reanalysis/reanalysis.html）National Centers 
for Environmental Prediction/National Center for 
Atmospheric Research（NCEP/NCAR）によって全
球 4 次元同化の再解析データとして作成された





第 1 表 梅雨最盛期におけるパターン毎の東京での大雨日
における地上天気図の特徴と，それぞれの事例数








B A と同様だが，梅雨前線も東京付近もしくはそれ以南に位置する 7 
C 




D 梅雨前線が 140 °E において 30 °N 以北に位置する場合で，パターン C 以外 8 
E その他 3 
 東日本の大雨日の降水特性や総観場の解析（盛夏期の気候学的特徴と梅雨最盛期に関する補遺） 35 
  















ターン A~D における地上天気図例を第 2 図に再掲す
る。また，各パターン毎の平均日降水量に対する 1
時間降水量の寄与も，第 3 図に再掲した。 
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第 4 図 パターン E の各事例における地上天気図と前 1 時間雨量の時系列。降水量時系列の




第 5 図 （左）1982 年 6 月 20 日の 925 hPa における気温（°C）と風ベクトル（ms-1）の分布，
および，（右）500 hPa における高度（gpm）の分布。凡例は図中を参照。 
 
 東日本の大雨日の降水特性や総観場の解析（盛夏期の気候学的特徴と梅雨最盛期に関する補遺） 37 
 
第 6 図 （左）2000 年 7 月 4 日の 925 hPa における気温（°C）と風ベクトル（ms-1）の分布，
および，（右）500 hPa における高度（gpm）の分布。凡例は図中を参照。 
 
 
第 7 図 （左）1974 年 7 月 8 日の 925 hPa における気温（°C）と風ベクトル（ms-1）の分布，





1971~2010 年にパターン E は 3 事例あったが，全大雨
日事例の約半数を占める，日降水量に対する 10 mm/h
以上の降水の寄与が少ないパターン B や C とは異な
り，10 mm/h 以上の降水の寄与が非常に大きくなって
いた（第 3 図）。 




第 5 図はパターン E の中の 1982 年 6 月 20 日にお
ける 925 hPa の気温と風の場の合成図及び 500 hPa の





る（第 4 図の地上天気図も参照）。一方，第 7 図は 1974
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IV. 東京における盛夏期の大雨日の降水特性 
東京を例とする盛夏期（1961~2010 年の 8 月）にお
ける大雨日を抽出した。それらの日の天気図を参照し
たところ，台風に関わる日が 25 事例あり（梅雨最盛
期で分類した第 1 表のパターン A，B のような台風の
位置），そのうち，前線も関東付近にあるものを除く
と 18 事例あった（第 8 図の「東京 ty のみ」と記した
事例）。なお，「台風に関わる事例」以外の大雨日（第
8 図に「東京その他」と記載した事例）が全 14 事例
であった。そこで本稿では，この，「台風のみの事例」
（東京 ty のみ）について主に解析をした。東京の大







寄与が大きいことがわかった（第 8 図）。 
 
 




























V. 盛夏期の大雨事例の降雨分布や総観場（2009 年 8
月 10 日） 
第 11 図 2009 年 8 月 10 日の東京における前 10 分間雨量。
時刻は JST で示す。 
 




HP で 10 分雨量が参照できるようになった期間から，
2009 年 8 月 10 日の事例を取り上げて解析を行った。
その日の東京における前 10 分間雨量の時系列を第 11
図に示す。なお，この日には，この 04 時 30 分（JST）







の 2009 年 8 月 10 日における前 10 分間雨量の時系列
を並べたものを第 13 図に示す。 
 東日本の大雨日の降水特性や総観場の解析（盛夏期の気候学的特徴と梅雨最盛期に関する補遺） 39 
東京で特に顕著な強雨（10 mm/10 分以上の降雨強
度，すなわち 60 mm/h を超える強雨）が始まる 2 時間
前の 04 時 30 分ごろには，伊豆半島付近からその西方
にかけて 10 mm/h 超える雨域（ほぼ 20 mm/h を超え
る領域と一致）が，東西 50 km 足らず，南北 80 km 程
度のメソ β スケールの広がりを持って存在している。
しかも，最大値は 40 mm/h を超え，また，更にメソ γ
スケールの強雨域に分かれている。たとえば，そのシ









るが，茨城県付近に中心が達する 09 時 30 分頃には，
強雨最大域は 40 mm/h を超え，また，10 mm/h あるい
は 20 mm/h 以上の領域の広がりもほぼ保たれている
ものの（第 13 図の 09~12JST 前後の宇都宮や水戸で
の強雨），メソ β スケールのシステム内でのメソ γ ス
ケールでの強雨の局在は不明瞭になる。10 時 30 分頃
以降には，全体の強雨域自体が急速に衰弱していった。








松本における 10 分間雨量（第 15 図）では，1 mm/10
分程度の，さほど強くない雨が数時間続いていた。第
12 図や第 13 図に示されるように，松本のような持続
する比較的強い降水域は前述の強雨域の北西方に数
100 km 以上の広がりを示しており，06 時 30 分（JST）
以前には特に明瞭であった（08 時（JST）を過ぎると，
次第にそのような降水域が消滅していったが）。 
つまり，台風が（といっても，中心気圧 992 hPa で
あるが）四国～紀伊半島沖をゆっくりと北東進してい
る間のこの事例では，その北東方に（恐らく）層状性






第 12 図 2009 年 8 月 10 日における気象庁作製，気象業務支援センター提供の CD-ROM に基づくレー
ダーアメダス合成図。04 時 30 分〜13 時 30 分（JST）について 1 時間毎に当該領域を切り取って並べた。
黒線上に東京が位置している。凡例は図中を参照のこと。 
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第 13 図 2009 年 8 月 10 日における各地での 10 分間雨量の時系列（mm/10 分）。グラフの縦軸は降水量で，1 目
盛が 2 mm/10 分を示す。横軸は時刻で，左端が 8 月 10 日 0:00,右端が 13:30（JST）を示す。なお，時系列のグラ
フが重なるので地点の位置のプロットは略した。 
 
     
 
第14図 2009年8月10日の00UTC（09JTC）と12UTC（21JTC）における地上天気図。 










第 15図 2009年 8月 10日の松本市における 10分間雨量。
時刻は JST で示す。松本市の位置は第 12 図を参照。 
 
第 16図 2008年 6月 22日の東京における前１時間雨量（パ







第 17 図 第 12 図と同様に示した，2008 年 6 月 22 日におけるレーダーアメダス合成図。形式
の凡例は第 12 図を参照のこと。 
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応する東京での大雨日として，2008 年 6 月 22 日の事
例を示す（第 16，17 図）。この時系列では，一部では
散在的に 10 mm/h を超える降雨強度を示す部分もあ
るが，メソ γ，β スケールへの組織化は明瞭でない。










2009 年 8 月 10 日の事例のように層状性降水域も広く
伴う複合体であったが）。 




















月 16 日~7 月 15 日）と盛夏期（8 月 1 日~31 日）にお
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